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04-キャリア教育・実践的職業教育への取り組み 

 

1.実践的職業教育への取り組み 

企業との授業等における連携の方針 

 IT システムの業界で、一定以上のシェアを持ち業界標準と

もいえるソフトウェア・アプリケーションの開発会社（ベンダ

ー）や、知名度のある資格団体、実際に IT システムを開発し

ている企業との連携を行う。 

 学校全体の実践的なカリキュラムを構築するため、企業への

ヒアリング・委員の派遣等の連携を実施する。さらに授業を実

施するにあたり、事前に連携する科目の科目設計から始まり、

実際の授業の実施や授業で使用される教材の提供、授業終了後

にはその科目評価など多岐にわたり対象企業と連携を行うこ

とで、業界で利用価値の高い知識とスキルを実践的かつ専門的

に授業を実施する。 

企業との授業等における連携の内容 

 ベンダーや資格団体の連携においては、当該企業等が提供す

る教育プログラムに従って作られたカリキュラムにより授業

を実施する。また教育プログラムには実施講師のトレーニング

や該当資格の取得が推奨されており、担当講師はトレーニング

または資格取得を実施し、より理解度の高い授業内容を実現し

ている。 

 システム開発企業との連携では、授業内容の確認と学生のス

キル到達目標の設定を企業との打合せにより行う。実際の演

習・実習には企業からの講師派遣により、実践的なスキルの教

授支援を行う。 

連携企業名 株式会社エスシーシー 

企業との連携科目 実践システム開発演習 

  



2.キャリア教育・就職支援への取り組み 

就職支援担当 

・専任就職担当がサポート 

・クラス担任がサポート 

・キャリアカウンセラー研修受講済み講師による指導 

・産業カウンセラーによる指導 

就職支援体制について 

厚生労働省認可 無料職業紹介所 

（認可日：昭和 61年 7 月 22 日） 

・校内企業説明会の実施  

 校内に企業を招いて、会社説明会や入社試験を随時行います 

・クラス担任制による手厚いサポート 

 豊富な企業情報と求人の中から、学生一人ひとりの希望や個々の能

力と適性に応じた最適な企業を見つけ出します。また、クラス担任

と就職指導のスタッフがきめ細かな指導やアドバイスを行います。 

 


